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（別紙様式第3号）

論 文 要 旨

論文題目

Embryonic development of GABAergic terminals in the mouse 

hypothalamic nuclei involved in feeding behavior 

（摂食行動に関与するマウス視床下部における GABA神経の胎生期発達）

氏名小林雅／、 唸



緒 I |言|

先 1進 1国 Iで I}ま 1、 |肥 1満 1を1原 1因 |と |す Iる |メ |夕 |ポ |リ |ツ

クI症 1候 1群 |ゃ |生 I活 1習 1慣 1病 1が 1増 I加 |の I-I途1を 1たIど1っ

て |ぉ |り |、 1社 1会 1問 1題Iと1な 1っ |て |い |る|。 1視 1床 i下 1部 Iは 1、

摂 1食 |中 |枢 |て |ぁ |る l外 l側1野 l(LH)I、I満 1腹i中 1枢 iで lぁIるI背

内 1側l核 I(V珈H)I、Iエ Iネ |ル |ギ 1-1代 I謝 lを I統 I合 Iす IるI弓I状

核 (Ac) 摂食行動の出力を担う室傍核 （初N)Iな

どから構成され 摂食行動を調節している 。

近年 成熟動物の中枢神経系における主要な

抑制性神経伝達物質である y-アミノ酪酸 (GBA) 

が、 摂食行動 エネルギ 代謝に 重要な働き

をしていることが報告された 。 しかし 視床

下部の GBA 糾l 経回路が 胎児期にどのように

、l「多 j/1,IZ IさIれ 1る |の |か |不 I明|で |ぁ |る |。 Iそ |こ |で |、 |本 I1月:I究

で Iは 1、 マ・ウス視床下部における G/lJBA神経回路

の I発 I達過程を形態学的に明らかにするために

G,AjBA I合成酵素であるグルタミン酸脱炭酸酵素

(G/t.D) I、IG1BA Iをiシ1ナIプ |ス |小 1胞 Iに 1充 1填 1す 1る I小 I胞 I性

叫BAI卜|ラ |ン |ス |ポ I-I夕1-l(VりAT)I、 I細 I胞 I内 Iの lc1-1をI排

出 Iしl、 IG沌BAIの |抑 1制 1性 Iに I導 l<IK斗c1-I共I輸 I送 I体 I(K9c2) 
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の I免 1疫 I組 1織 I化 I学 i法 Iを1行 Iっ Iた Io 

結 1果 Iと 1考 1察 I I I I I I I I l I ［ 1 

I LH Iて |は IGやI、 I吋ATI、 I吋c2iのl発 1現 |は|い|ず Iれ Iも

胎 I齢 I(Ej13 I日 ！にlお |い |て |広 I<I認 |め |ら |れ |、 1発 ！達 |と |と

も Iに I増加し 生後 (P)O日には成熟マウスと同様

の I発 i現iパl夕 I-Iン |と |な |っ |た |。 ILH Iと 1比lべ1、 Iv州HIて

は G・D と VATの発現は E15に外側部でわずIか

iこI認 1め Iら 1れ 1、 IPO Iまiでi少lしlず iつ1増 I加 IしIた I"I VMH 

の I内側部では PO においてわずかにしか I認 lめ

られなかった。 K C2 は E13に外側部でわ ずかに

認められ、 その後 PO まで内側部に向けて 発

現が増加した。 LHや VHなどからの情報を統

合 1 す I る I と 1 考| ぇ| ら| れ| る!Arel て| は| 、 I G困D I ゃ I Kgc2 I しま 1 外

側部で E13にわずかに認められ 密度が増加し

ていった 。 しかし PO におけるこれらの発現

~;t I成 1熟 |マ |ゥ |ス |と I比 1較 Iし 1低 |い |レ |べ |ル |て 1あ 1っ |た |。

末梢及び視床下部の神経核からの投射を受

|ナ |、 1主iに IエIネ |ル |ギ I-IハIラ |ン |ス |に 1関 1与 1す Iる IP'-VN 

内側部では、 G D は E15からわずかに認めら Iれ

E17から PO にかけて増加し PO において成熟マ
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ゥ ス と ほ ぼ 同 様 の 発 現 を ホ し た KdC2 で は

PV/N 内 側 部 に お し＼ て IE15Iか ちら 発 現 が ゎ ず か に 刃
心-wn 

め 氏ノ れ PO に か け て 免 疫 反 応 は 増 加 し 成 熟

マ ゥ ス と 同 様 で ぁ っ た 以 上 の 士
口
々

m 果 か
ちら 視

床 下 部 で は LH P'VN が 最 も 早 ＜
 
G.AJBA 神 経 終

末 が 形 成 さ れ VN-1H が 次 に 続 き Arc で の 形 成

も 遅 ＜
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神 経 核 で GAD が Kd.C2 よ り も 先 ん じ て 発 現

し ム
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め KdC2 の 発 む ね 2
 
日 程

る こ と が 明 こっ か に な つ た

よ つ て ネ見 床 F
 

音ill の ネ111 経 核 に お け る G.AJBA 糾I

経 田 路 形 成 は 様fl三］口 l枢 Iで 1ぁIる ILH］摂I食

で 最 初 に n
 

•
4 始 さ れ 摂 食 了41

 
動 の 出 ヵ を 担 -つ

P¥J/N が 続 き こ れ 二つ． 
は 生 直 後 に は ほ ぽ 完 成 し

た そ れ に 対 し 祉荷 腹 中 枢 で あ る ＞
 
H
 
と 摂

食 子41
 
動 の 情 点n を 統 合 す る Arc で は PO に ぉ し＼ て も

未 完 成 で ぁ つ た こ れ 仁ら の こ と か 仁ら 胎 生 期

で は 摂 食 子クー 動 に 関 与 す る れh 経 核 が 先 に 成 熟 し

生 後 の 摂 食 一丁41
 
動 に 備 え て し＼ る の で は な し‘ か と

ホ 唆 さ れ た
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